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本
年
「茶
曲
ポ
エ
ム
絵
画
展
」
が
二
十
回
日
の
節
目
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、
ポ

エ
ム
絵
画
展
の
二
十
年
の
歩
み
を
国
顧
し
た
い
。

神
辺
の
人
で
菅
茶
曲
を
知
名
な
り
人
は
い
な
い
で
あ
ろ
う
が
、茶
曲
の
事
蹟
、

こ
と
に
漢
詩
に
つ
い
て
は
近
寄
り
が
た
い
と
敬
遠
さ
れ
が
ち
で
あ
つ
た
。
本
会

と
し
て
も
、
よ
り
多
く
り
入
に
、
こ
と
に
児
童
生
徒
に
茶
山
詩
に
親
し
ん
で
も

ら
い
た
い
と
の
思
い
が
あ
っ
た
が
、
茶
曲
詩
を
児
童
生
徒
が
理
解
す
る
こ
と
は

容
易
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
ｏ

そ
の
こ
ろ
、
「ま
ん
が
物
語

。
神
辺
の
歴
史
穴
中
曲
善
照
シ
ナ
リ
オ

・
構
成

神
選
を
元
気
に
す
る
会
　
一
九
九
二
年
）
が
発
刊
さ
れ
話
題
に
な
っ
た
。
そ
の

ま
ん
が
物
語

「菅
茶
山
」
０
章
に
、
中
曲
氏
訳
の
子
ど
も
向
け
に
現
代
語
訳
さ

れ
た
茶
曲
詩
が
書
か
れ
て
い
た
。
平
成
五
年

（
一
九
九
三
）
、
こ
れ
が
ヒ
ン
ト

に
な
り
、
こ
の
よ
う
な
茶
曲
詩

（茶
寵
ポ
エ
ム
）
を
子
供
た
ち
に
提
供
し
、
詩

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
絵
を
描
い
て
も
ら
い
、

「茶
曲
ポ
エ
ム
絵
画
展
」
を
催
す
企

画
が
も
ち
あ
が
つ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

菅
茶
曲
記
念
館
と
の
共
催
で
、
町
内
小
中
高
の
先
生
を
含
め
て
実
行
委
員
会

を
立
ち
上
げ
、
茶
曲
ポ
エ
ム
を
八
首
作
り
、
町
内
の
児
童
生
徒
全
員
（五
十
部
）

に
配
布
し
て
絵
を
募
集
し
た
。
夏
体
教
明
時
に
六
二
七
点
の
作
品
が
集
ま
っ
た
。

作
品
審
査
を
縄
稚
輝
雄
先
生
に
お
願
い
し
、

「最
優
秀
賞

・
優
秀
賞

ｏ
入
選
」

を
選
ん
で
表
彰
も
行
い
、
入
賞
作
品
を
す
べ
て
菅
茶
曲
記
念
館
に
展
示
し
て
、

第

一
回
国
の
絵
画
展
を
開
催
す
に
こ
と
が
で
き
た
。

以
後
、
福
曲
市
教
育
委
員
会
、
深
安
地
区
医
師
会
、
神
辺
町
歯
科
医
有
志
、

（財
）義
倉
、
（財
）渋
谷
育
英
会
、
（財
）ひ
ら
し
ま
文
化
振
興
財
団
の
格
別
の
ご
後

援
を
い
た
だ
き
、

「茶
山
ポ
エ
ム
絵
画
展
」
は
本
顕
彰
会
の
最
大
の
事
業
と
し

て
毎
年
開
催
さ
れ
て
懸
た
。
作
品
応
募
は
福
鍮
市
内
は
も
と
よ
り
、
市
外
に
も

広
が
り
、
幼
稚
国
も
加
お
り
、
量
質
と
も
に
そ
の
規
模
が
拡
大
し
出
品
数
も
三

千
点
を
超
え
る
に
い
た
り
、
市
内
の
子
ど
も
文
化
と
し
て
定
着
し
て
い
っ
た
。

絵
画
展
０
会
場
も
、
菅
茶
曲
記
念
館
か
ら
移
動
し
て
、
ふ
く
や
ま
美
術
館
展
、

な
ん
な
べ
町
並
み
格
子
戸
展
、
神
辺
文
化
会
館
展
、
町
内
医
院

・
歯
科
医
院
展
、

県
庁
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展

・
市
役
所
ギ
ャ
ラ
リ
ー
展
、
さ
ら
に
近
隣
の
文
化
施
設
へ

の
移
動
展
な
ど
近
隣
各
地
へ
広
が
り
、
地
域
の
風
物
と
も
な
っ
た
。

今
回
、
諸
そ
の
事
情
に
よ
り
、
本
年
の
第
二
十
回
展
を
も

っ
て
、　
一
応
の
区

切
り
を
つ
け
、
今
後
は
新
し
い
仕
組
み
の
も
と
に
伝
統
あ
る
ポ
エ
ム
絵
画
展
が

継
承
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
二
十
年
間
に
わ
た
っ
て
審
査
員
長
を
お
務
め
頂

い
た
縄
稚
先
生
、
児
童
生
徒
に
ご
指
導
い
た
だ
い
た
関
係
の
学
校
、
さ
ら
に
、

共
催

。
後
援
を
い
た
だ
い
た
各
種
団
体
に
対
し
、
深
く
敬
意
を
表
し
感
謝
申
し

上
げ
る
次
第
で
あ
る
。


